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資料１ 新学部の全体像
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資料２ 大学改革の全体像



改　 　 革 　 　 の 　 　 骨 　 　 格

強 化 施 策地 域 デ ザ イ ン 科 学 部

・
地
域
連
携
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
CO
C

円
卓
会
議
の
設
置

・
社
会
人
学
び
直
し
機
会
の
推
進

・
実
務
家
教
員
の
多
用

全
学
的
な
組
織
改
革

・
教
育
組
織
と
教
員
所
属
組
織
の
分
離

と
そ
の
実
質
化

・
地
域
活
性
化
を
リ
ー
ド
す
る
新
学
部

の
設
置

全
学
的
な
教
育
改
革

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
行
動

的
知
性
の
養
成

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
・
コ
ン
ピ
テ
ン

シ
ー
の
養
成

・
英
語
教
育
改
革
の
持
続
的
発
展

ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化

・
教
授
会
の
役
割
の
見
直
し

・
教
員
人
事
の
学
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
外
国
人
教
員
の
強
化
と
年
俸
制
導
入

地
域
連
携
の
強
化

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

養
成
へ
の
特
化

教
員
養
成

へ
の
特
化

イノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

養
成
へ
の
特
化

イノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

養
成
へ
の
特
化

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

養
成
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
学
教
職
セ
ン

タ
ー
、
教
職
大

学
院
の
設
置

大
学
院
先
端
光

工
学
専
攻
設
置

バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
の
再

編
・
強
化

国
際
学
部

教
育
学
部

工
学
部

農
学
部

国
際
化
が
進
む

地
域
の
課
題
に

関
す
る
社
会
科
学

的
素
養
の
養
成

(地
方
自
治
、
地
方

行
政
な
ど
）

地
域
課
題
に
対
応

で
き
る
リ
ー
ダ
ー

人
材
の
養
成

(ま
ち
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
、
福
祉

・
社
会
教
育
な
ど
）

人
に
優
し
い
地
域

の
物
理
的
環
境
整

備
を
担
う
人
材
の

養
成

(住
ま
い
や
都
市
作
り

、
社
会
基
盤
整
備
な
ど
)

農
山
村
地
域
の
持

続
的
な
社
会
基
盤

と
環
境
保
全
を
担

う
人
材
の
養
成

(持
続
的
な
農
村
生
態

系
管
理
、
農
業
経
営

な
ど
)

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

で
幅
広
く
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成

理
系
や
英
語
に
も

強
い
、
優
れ
た
教

員
の
養
成

も
の
づ
く
り
技
術

の
教
育
・
開
発
に

よ
り
地
域
の
産
業

活
性
化
に
貢
献

食
・
農
・
生
命
・
環

境
の
教
育
･技
術
開

発
に
よ
り
地
域
の
産

業
活
性
化

 新
学

部
「
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
」
の
設
置
と
「
地
域
活
性
化
の
中
核
的
拠
点
」

改
革
の
方
向
：“

グ
ロ
ー
バ
ル
”、
“
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
”、
“
地
域
”
に
関
す
る
機
能
強
化

  

大 学 改 革 の 全 体 像
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資料３ 新学部設置と大学改革



社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科

実
践
的
な
建
設
技
術
を
基
礎
と
し
て
社
会
基
盤

を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
材
育
成

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科

地
域
社
会
を
構
成
す
る
社
会
集
団
や
制
度
等

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
人
材
育
成

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部

地
域
創
生
力

名
→

国
際
学
部
 定
員
：
10
0名
→
90
名

学
際
的
総
合
教
育
の
強
化
・

実
質
化
の
た
め
、
柔
軟
な
組
織
へ

 
↓

２
学
科
を
１
学
科
に
改
編

(H
29
)

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人

材
の
育
成

建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科

実
践
的
な
建
築
技
術
を
基
礎
と
し
て
居
住
空
間

を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
人
材
育
成 名
→

工
学
部
 定
員
：
38
5名
→
31
5名

新
時
代
の
も
の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
爆
す
る
創
造
性
と
活

力
を
も
っ
た
人
材
育
成

産
業
界
に
貢
献
等

光
学
系
学
科
の
新
設
，
既
存

　
学
部
の
改
編
等
（
Ｈ
29
）

↓

オ
プ
テ
ィ
ク
ス
分
野
を
特
色
と
し
た

名
→

農
学
部
 定
員
：
21
5名
→
19
5名

宇
大
版
農
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

を
備
え
た
人
材
の
育
成

共
同
利
用
拠
点
を
基
盤
と
し
た
、

農
・
食
育
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実

国
際
学
部
と
連
携
し
、
海
外
に
お

け
る
実
践
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施

名
→

教
育
学
部
 定
員
：
21
0名
→
17
0名

確
か
な
授
業
力
・
人
間
力
の

あ
る
教
員
へ
の
育
成

専
門
性
の
壁
を
超
え
た

人
間
関
係
の
構
築
の
た
め

 
↓

コ
ー
ス
・
専
攻
の
廃
止
(H
28
)
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①①
背
景
背
景

(
)

②
社
会
的
ニ
ー
ズ

基
礎
か
ら
専
門
へ
の
体
系
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(平
成
29
年
度
)

「
基
礎
科
目
」
「
選
択
科
目
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
実
践
科
目
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

外
国国
語
能
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
ム
(英
語
と
現
地
語
と
し
て
の
初
習
外
国
語
)
語
)(平
成
28
年
度
)

英
語
：
90
0時
間
＋
TO
EF
L／
TO
EI
C／
検
定
試
験
，
第
二
外
国
語
：
○
○
時
間
＋
検
定
試
験

国
際
開
発
キ
ャ
リ
ア
開
発
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
(平
成
28
年
度
)

「
も
の
づ
く
り
」
や
「
農
業
・
食
・
環
境
」
等
に
関
す
る
文
理
融
合
型
教
育
の
推
進
(平
成
29
年
度
)

●
育
成
す
る
人
材
像

ミ
ッ
シ
ョ
ン
再
定
義
と
育
成
す
る
人
材
像

●
ミ
ッ
シ
ョ
ン
再
定
義

　
異
文
化
に
対
す
る
豊
か
な
共
感
力
と
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
(G
lo
ba
l C
om
pe
te
nc
y)
を
身
に

つ
け
た
人
材

　
特
に
外
国
語
教
育
や
国
際
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
等
、
卒
業
時
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
や
語
学
力
な

ど
の
能
力
を
可
視
化
し
つ
つ
、
体
系
的
な
教
育
課
程
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
能
動
的
学
習
を
促
す
教

育
の
実
施
や
組
織
的
な
教
育
体
制
等
に
よ
り
、
国
際
社
会
及
び
地
域
社
会
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
学
際
的
研

究
を
一
層
推
し
進
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
学
士
課
程
教
育
の
質
的
転
換
に
取
り
組
む
。

国
際
学
と
は

相
互
理
解
と
共
生
の
観
点
を

踏
ま
え
た
、
脱
国
境
化
・
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
複
雑
な
人

間
社
会
の
課
題
に
対
し
て
、

そ
れ
が
生
じ
て
い
る
様
々
な

レ
ベ
ル
の
「
地
域
」
の
特
徴

を
理
解
し
つ
つ
、
適
切
な
「

言
語
」
を
用
い
て
、
複
数
の

「
学
問
的
方
法
論
」
を
連
携

・
駆
使
し
て
、
学
際
的
に
研

究
・
教
育
す
る
た
め
の
概
念

で
あ
る
。

●
地
域
・
職
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

　
か
か
わ
る
諸
課
題
の
解
決
に
積
極

　
的
に
貢
献
で
き
る
人
材
。

［
例
］

　
外
国
人
が
集
住
す
る
地
域
で
の
自

　
治
体
職
員
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

　
　
ー
、
メ
ー
カ
ー
や
小
売
、
サ
ー

　
ビ
ス
業
、
様
々
な
企
業
の
国
際
取

　
引
交
渉
関
係
部
署
等

●
国
内
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
諸
問
題

　
に
対
応
で
き
る
人
材
。

［
例
］

　
ア
ジ
ア
等
の
海
外
へ
進
出
す
る

　
企
業
従
業
員
、
国
際
N
GO
職
員

　
、
政
府
・
公
共
機
関
等

●
異
文
化
理
解
・
異
文
化
交
流
や
言

　
語
教
育
に
寄
与
で
き
る
人
材
。

［
例
］

　
日
本
語
や
外
国
語
の
知
識
と
運
用

　
能
力
を
生
か
す
、
メ
デ
ィ
ア
、
観

　
光
・
旅
行
業
、
流
通
関
係
、
外
資

　
系
企
業
、
教
育
関
係
等

過
去
10
年
間
の
志
願
倍
率
は
常
に
３
倍
以
上

38
1

19
9

①
背
景

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

　
・
地
域
資
源
の
世
界
展
開

　
・
日
本
国
内
へ
の
人
的
資
源
移
動

社
会
的
要
請

　
・
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
会
議
」

　
・
と
ち
ぎ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

ビ
ジ
ネ
ス
に
も
必
要
と
さ
れ
る
異
文
化
理
解

　
・
複
線
的
視
点
の
重
要
性

　
・
複
合
的
方
法
論
の
重
要
性

資
料
3-
1
国
際
学
部
.ai
1
20
15
/0
3/
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9:
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平
成
30
年
度

平
成
31
年
度

平
成
32
年
度

平
成
33
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

・
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
質
の
高
い

　
教
員
養
成

・「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
の
数
値
目
標
達
成

　
(栃
木
県
小
学
校
教
員
占
有
率
:3
5%
大
学
院
教
員
就
職
率
:8
5％
)

・
質
の
高
い
教
員
の
輩
出
と
地
域
連
携
活
動
・
研
究

　
の
充
実
強
化
に
よ
る
一
層
の
地
域
貢
献

改
革
の

コ
ン
セ
プ
ト

・
高
い
教
員
就
職
率
(全
国
5
位
)

・
地
域
連
携
の
実
績

栃
木
県
小
学
校
教
員
占
有
率
平
均
35
%
を
維
持

大
学
院
:教
員
就
職
率
(現
職
教
員
除
く
)

▶
修
士
課
程
の
教
職
大
学
院

へ
の
一
本
化

第
　
　
　
　
三
　
　
　
　
期
　
　
　
　
中
　
　
　
　
期
　
　
　
　
目
　
　
　
　
標
　
　
　
　
期
　
　
　
　
間
　

本
学
部

の
強
み

目
標

◆
よ
り
高
度
で
実
践
的
な
教
育
の
推
進
～
教
師
教
育
の
県
内
拠
点
～

H2
7

H2
7

教
職
大
学
院
の
設
置
　
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

学
校
を
拠
点
と
す
る
課
題
解
決
型
実
践
研
究

修
士
課
程
の
再
編
3
専
攻
→
1
専
攻

実
践
科
目
の
新
設
(教
職
実
践
研
究
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
)

理
論
と
実
践
の
往
還

手
法
開
発
と
実
践

新
設
科
目
【
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
】

授
業
改
善

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

文
科
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
H2
7
～

県
・
市
教
育
委
員
会

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

各
ス
テ
ー
ジ
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
用

⇒

県
内
教
員
の
養
質
能
力
向
上

【
共
同
研
究
】
大
学
と
県
教
育
委
員
会
と
の

協
働
に
よ
る
教
員
の
先
進
的
職
能
成
長
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
一
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
理
論
と
実
践
を
往
還
す
る
力
の
育
成
一

地
域
貢
献

全
国
モ
デ
ル

　
 発
信

◆
確
か
な
授
業
力
と
協
働
力
・
人
間
力
の
あ
る
教
員
の
育
成

H2
8

H2
8

新
課
程
廃
止
60
名
→

　
(2
0
名
を
埋
戻
し
、
40
名
を
新
学
部
に
)

「
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
」
1
課
程
制

◆
「
一
括
ク
ラ
ス
編
成
」
２
コ
ー
ス
・
専
攻
を
廃
止

し
、
15

 人
の
ク
ラ
ス
で

 4
 年
間
学
習
⇒
専
門
の
壁
を

越
え
た
人
間
関
係
構
築

 &
《
小
学
校
教
員
重
点
育
成
》

～
学
び
合
い
文
化
の
醸
成
～

理
系
指

導
力
の

強
化

現
代
的

課
題
へ

の
対
応

実
践
力

強
化

全
学
資
源
の
活
用

▶
英
語
教
科
化
へ
の
対
応

▶
特
別
支
援
教
育
の
理
解

ア
ド
バ
ン
ス
ト
(A
d)

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
新
設

「
Ad
小
学
校
理
科
実
験
」
(試
行
済
)

「
Ad
算
数
指
導
法
」

▶
次
期
学
習
指
導
要
領
へ

の
対
応
：
ac
tiv
e 
le
ar
ni
ng

拡
充

・
4
年
間
を
通
じ
た
体
系
的
教
育
実
践
科
目

・
実
務
家
教
員
を
活
用
し
た
実
践
的
授
業
(学
校
現
場
で
指
導
経
験

の
あ
る
者
の
割
合
を
現
行
約
15
%
⇒
25
%
)

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
拡
充

「
地
域
指
定
推
薦
」

　
　
の
新
設

: 栃
木
県
小
学
校

教
員
の
重
点
育
成

(ミ
ッ
シ
ョ
ン
数
値

目
標
達
成
に
照
準
)

新
し
い
入
試
内
容

　
　
の
開
発

組
織
改
革

入
試
改
革

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

農
学
部

工
学
部

附
属
セ
ン
タ
ー
・
施
設

必 修 化

69
%

75
%

85
%

▲▲

▲

▲

H2
8

学　 部大　 学　 院
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１
．
機
能
的
組
織
へ
の
改
変
と
多
様
な
連
携
の
活
用

・
スス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
学
部
及
び
学
科
の
改
組

・
学
部
・
学
科
を
超
え
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
．
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
(本
学
の
強
み
)の
強
化
・
推
進

・
新
時
代
の
も
の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
爆
す
る

創
造
性
と
活
力
を
も
っ
た
人
材
を
育
成

・
地
域
産
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
す
る
研
究

・
「
社
会
人
の
学
び
直
し
」
へ
の
質
の
高
い
貢
献

機 能 強 化

目 標

１
．
オ
プ
テ
ィ
ク
ス
の
強
化
(我
が
国
唯
一
・
世
界
水
準
の
光
工
学
教
育
研
究
)

２
．
工
農
連
携
の
推
進

３
．
感
性
情
報
学
の
推
進

４
．
も
の
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
教
育
」
の
改
善

５
．
地
域
貢
献
(ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
産
学
官
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
)

２
．
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
の
強
化
・
推
進

１
．
機
能
的
組
織
へ
の
改
変
と
多
様
な
連
携
の
活
用

・
産
業
界
と
連
携
し
た
実
践
的
教
育

・
学
部
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
学
部
を
超
え
た
学
科
横
断
的
科
目
群

・
専
攻
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
専
攻
横
断
的
科
目
群

・
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
学
部
を
超
え
た
科
目
群

教
育
に
お
け
る
、
質

、
質
保
証
と
効
率
化
を
実
現

・
先
端
光
工
学
専
攻
の
設
置
(H
27
.4
.1
)

・
光
学
系
学
科
の
新
設
な
ど
学
部
改
組
(H
29
.4
.1
)計
画
中

・
建
設
学
科
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
へ
移
動
(H
28
.4
.1
)計
画
中

・
グ
ル
ー
プ
研
究
の
推
進
体
制
(連
携
)を
整
備

オ
プ
テ
ィ
ク
ス
分
野
を
強
化
し
、
地
域
産
業
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

貢
献
す
る
工
学
部
・
工
学
研
究
科
へ
発
展

多
様
な
連
携
の
活
用

機
能
的
組
織
へ
の
改
変
(

変
(全
学
的
な
的
な
改
組
)
組
)

社 会 基 盤 デ ザ イ ン 学 科

機 械 シ ス テ ム 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

応 用 化 学 工 学 科

情 報 工 学 科

シ
ス
テ
ム
創
成
工
学
専
攻

光 工 学 系 学 科 （ 検 討 中 ）

建 築 都 市 デ ザ イ ン 学 科

機 械 知 能 工 学 専 攻

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科

情 報 シ ス テ ム 科 学 専 攻

先 端 光 工 学 専 攻

学
部

副
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
攻

副
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ ミ ュ ニ テ ィ デ ザ イ ン 学 科

工
学
部
・
工
学
研
究
科

地
域
デ
ザ
イ
ン
学
部

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム

博
士

修
士

学
部

他
学
部

地
域
共
生
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー

オ
プ
テ
ィ
ク
ス
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

光
融
合
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

工
学
部

工
学
研
究
科

（
も
の
づ
く
り
創
成

工
学
セ
ン
タ
ー
）

地
域
産
業
界

行
政

バ
イ
オ
・
化
学
分
野

工工
先
端
光
工
学
分
野

地
域
共
生
研
究

産
学
官
金
連
携

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

部
農
工
連
携
・
文
理
融
合
・
地
域
創
生

各
項
目
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

学
部
改
組

大
学
院
改
組

教
育
体
制

グ
ロ
ー
バ
ル

教
育

オ
プ
テ
ィ
ク
ス

の
強
化

工
農
連
携
の

推
進

感
性
情
報
学

の
推
進

も
の
づ
く
り

教
育
の
改
善

地
域
貢
献

H2
7　
>>
　
H2
8　
>>
　
H2
9　
>>
　
H3
0　
>>
　
H3
1　
>>
　
H3
2　
>>
　
H3
3

・
学
科
改
組
の
検
討
(H
27
～
)

　
　
　
　
　
　
　
　
・
光
工
学
系
学
科
設
置
等
改
組
(H
29
)

・
後
期
課
程
定
員
見
直
し
(H
27
～
)

　
　
　
　
　
　
　
　
・
後
期
課
程
定
員
の
改
定
(H
29
)

・
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
(H
27
～
)

　
　
　
　
　
　
　
　
・
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
(H
29
～
)

・
も
の
づ
く
り
教
育
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

 (H
27

 ～
 )

・
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
の
推
進

 (H
27

 ～
 ) ・
留
学
支
援
の
構
築

 (H
29

 ～
 )

・
先
端
光
工
学
専
攻
の
教
育
体
制
を
整
備
・
改
善
(H
27
～
)

・
オ
プ
テ
ィ
ク
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
(H
27
～
)

・
推
進
室
の
設
置
(H
27
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
(H
29
～
)

・
情
報
工
学
科
・
専
攻
の
共
通
研
究
テ
ー
マ
化
(H
27
)

・
学
科
・
学
部
を
超
え
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
(H
27
～
)

・
教
育
の
評
価
(H
27
)

　
　
・
も
の
づ
く
り
教
育
に
よ
る
創
造
性
育
成
の
改
善
(H
28
～
)

・
大
型
外
部
資
金
の
獲
得
に
よ
り
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
展
開
し
、
新
た

　
な
価
値
の
創
出
を
通
し
て
地
域
産
業
界
へ
貢
献

・
地
域
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
改
善
を
行
い
つ
つ
、
M
OT
関
連
公
開
講
座
を
継
続

農 学 部 ・ 農 学 研 究 科

地 球 環 境 デ ザ イ ン 学 専 攻

物 質 環 境 化 学 専 攻

資
料
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機
能
強
化
の
コ
ン
セ
プ
ト

目目
   標   標

強
化

へ
向
け
た
取
り
組
み
の
概
要

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

「
生
態
調
和
農
学
」
、

」
、
「
環
境
農
学
」
、
「

」
、
「
分
子
農
学
」
の
3分
野
の
強
化
・

連
携
に
よ
り
農
林
業
・
食
・
環
境
が
持
つ
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
基
盤
的
・

応
用
・
実
用
化
研
究
を
推
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
取
り
組
む
。

□
地
元
企
業
・
団
体
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
強
化

□
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
化

教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
の
再
構
築
(カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
組
織
改
革
)

革
)

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進

□
パ
デ
ュ
ー
大
学
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

□
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
の
導
入
に
よ
る
農
学
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

□
英
語
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
科
目
を
拡
充
し
留
学
生
へ
の
魅
力
を
高
め
る

“S
us
ta
in
ab
le
 a
nd
 P
ro
du
ct
iv
e 
Ag
ric
ul
tu
re
”“
En
vi
ro
nm
en
ta
l A
gr
icu
ltu
re
”

“M
ol
ec
ul
ar
 A
gr
icu
ltu
re
”の
３
分
野
で
海
外
の
一
流
大
学
や
熱
帯
の
大
学
と
の
教
員
・

学
生
間
の
交
流
を
推
進
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
っ
た
教
育
研
究
を
推
進
す
る
。

パ
デ
ュ
ー
大
学
～
東
南
ア
ジ
ア
の
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

大 学 院 学 部

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

国
際
学
部
と
連
携
し
、
海
外
に
お
け
る
実
践
的
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

環
境
・
食
・
農
林
業
の
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成

学
生
の
問
題
解
決
能
力
を
高
め
る
、
学
科
を
超
え
た
相
互
教
育
・
副
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
部
を
超
え
た
異
分
野
融
合
教
育
の
創
出
と
相
互
補
完

教
育
院
を
活
用
し
た
相
互
補
完
(

完
(カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
)

革
)

首
都
圏
の
食
を
支
え
る
北
関
東
に
お
い
て

農
林
業
・
関
連
産
業
界
と
地
方
自
治
体
が
連
携
地
域
の
特
色

・
本
学
部
の
「
知
」
の
地
域
還
元

・
農
林
業
・
関
連
産
業
界
の
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材

地
域
の
ニ
ー
ズ

期
待
さ
れ
る
成
果

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ニ
ー
ズ
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

優
れ
た
新
し
い
農
学
を
開
拓
す
る
こ
と
の
出
来
る
人
材
の
育
成

ロ
ー
カ
ル
を
見
据
え
つ
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
農
学
に
お
け
る

課
題
発
見
と
解
決
力
を
有
す
る
人
材
の
育
成

宇
大
版
農
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
た
人
材
の
育
成

全
国
有
数
の
規
模
を
持
つ
附
属
農
場
・
演
習
林
を
持
ち

フ
ィ
ー
ル
ド
に
根
差
し
た
実
学
の
農
学

農
学
部
の
強
み

□
野
生
生
物
管
理
　
　
□
ゆ
う
だ
い
21

□
植
物
ワ
ク
チ
ン
　

□
FS
C
認
証
の
優
良
木
材

全
国
有
数
の
規
模
を
持
つ
附
属
農
場
・
演
習
林
を
持
ち

フ
ィ
ー
ル
ド
に
根
差
し
た
実
学
の
農
学

農
学
部
の
強
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